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１．調査研究の目的 

東日本大震災によって引き起こされた福島第一

原子力発電所における事故では、多くの放射性物

質が飛散し、福島県内を中心に社会生活に大きな

影響を与えるものであった。このような中、地域

に根ざす国立大として放射能汚染の実態について

早急に客観的な調査を行い、正確な情報を提供す

ることが重要な使命であると考え、本プロジェク

トを遂行してきた。放射能汚染の影響範囲は広く、

現在（平成２３年８月３１日）においても、その

全貌を明らかにするために活動が続けられている

が、本報告書では７月末時点までの調査結果をま

とめ、報告する。この期間においては、原発事故

直後からの放射性物質の広がりを検証し、市民の

生活に直結するレベルの緊急度の高い調査を先行

するとともに、市民からの問い合わせへの対応や

放射線計測に関する啓蒙活動なども含めて行うこ

ととした。 

 

２．調査研究組織 

＜研究代表者＞ 

機械・電子学系：山口 克彦 

＜研究分担者＞ 

数理・情報学系：篠田 伸夫 

機械・電子学系：高橋 隆行 田中 明 

物質・エネルギー学系：浅田 隆志  

生田 博将 大山 大 金澤 等  

佐藤 理夫 高貝 慶隆  

生命・環境学系：川越 清樹 川崎 興太  

  木村 勝彦 黒沢 高秀 小山 純正  

柴崎 直明 塘 忠顕 長橋 良隆  

難波 謙二 横尾 善之  

特任：河津 賢澄 酒井 元気 佐藤 一男  

 高瀬 つぎ子 中馬 教允 廣瀬  

孝太郎  

３．調査研究計画・方法 

 [放射性物質の広域分布調査] 

福島県内の放射性物質の広がりを明らかにする

ために、γ線検出用NaIシンチレーションサーベ

イメータ（ALOCA-TCS171B）を用いてアスファル

ト道路上１mにおける空間放射線量の調査を行

った。また福島県の災害対策本部原子力班と測

定手法についての情報共有を行い、より広域な

分布マップを作成できるように進めた。なお、

福島県域を越えて栃木県那須エリアなどについ

ても調査範囲を広げ、放射性物質拡散の全貌を

明らかにするよう努めた。 

 

[土壌における放射性物質の核種分析] 

福島県内の各地において土壌サンプリングを行

い、そこに含まれる放射性物質の特定をGe検出

器（キャンベラ社製GC4020）を用いて測定し、

また土壌にどのように広がっているか検証した。

なお空間放射線量は主に地表に吸着している放

射性物質からの影響と考えられるため、核種の

分析で得られた結果をもとに、今後の空間放射

線量の推移を予測した。 

 

[放射性物質の局所的広がり] 

放射線量の広域分布とは別に、同じ地域（例え

数mしか離れていない場合でも）においても場所

によって放射線量が違うことから、どのように

局所的な分布が広がっているのかを実態調査し

た。検出器は広域分布と同様にALOCA-TCS171B

を用いた。 

 また普段の市民生活において、どのような場

所で放射線量が高いのかを知ることは重要であ

ると考え、本調査結果については広く市民に向



けて広報することとした。 

[放射線計測器の特性について] 

事故から時間が経過するのに伴い、市民自らが

放射線計測器を手に入れて測定する場面が多く

なってきた。ただし較正済みの機器は値段も高

く一般には使用されておらず、多く用いられて

いる機器の精度がどの程度であるか、またその

使用上の注意点はどのようなところにあるのか

を一般向けに提示することが重要であろうと考

えられた。そこでいくつか一般に使われている

機器と我々が使用している較正済みの機器（AL

OCA-171B）を比較し、提示する事とした。 

 

４．経過や結果 

[放射性物質の広域分布調査] 

 図１は３月末時点に測定した福島県北部エリ

アにおける放射線量の分布を示している。行政

区分された地図上に等値線として放射線量を乗

せている。これにより福島第一原子力発電所か

ら等距離にあっても、その放射線量には大きな

違いが生じており、浪江町や飯館村などの北西

方向に放射線量の高い地域が存在している事が

わかる。また福島市などの中通りに中レベルの

領域があることも確認された。このような分布

は放射性物質の飛散した時点での風向きによる

だけでなく、地形からも大きな影響を受けてい

る。 

 図２は原子力発電所から北西方向のエリアを

拡大し図１と同様の等値線を地形図の上に重ね

たものである。茶色で示された箇所が高地を示

している。この図からは浪江町と飯館村にある

阿武隈山系の山並みに沿って等値線が位置して

いる様子がわかる。また山の反対斜面では放射

線量が急激に低くなっていることから、中通り

への流入を阿武隈山系がある程度遮蔽していた

ことが伺える。 

 図３は福島県が４月以降に行った県内各地で

の空間放射線調査のデータも含めて、福島県全

体の放射線分布の概要を示したマップである。

ここでは図１で予見された中通りの中レベル放

射線領域をはっきりと見てとることができる。

 ここで、この中通りの領域は県外にも広がっ

ていることが容易に予想される。また放射性物

質の中通りへの流入経路には大きく分けて①浪

江→飯館→福島→郡山のルートと②いわき→

（北関東北部）→白河→郡山→福島のルートが

あったが、最終的に中通りに定着した放射性物

質はどちらが主体であったのかを検証するため

に県域を越えて北関東北部の調査を行った。そ

の結果が図４である。これより北関東北部にお

いても中通りの中レベル放射線量分布と太平洋

沿いに南下拡散したものとは接続されておらず、

上記①のルートが主体であったことがわかった。 

 

 

図１ 福島県北部エリア放射線分布マップ（行政区分） 

 



 

図２ 浪江町・飯館村・福島市における環境放射線量と地形との関連 

 

 
図３ 福島県全域の空間放射線量分布図 

 

 
図４ 図３に関東圏も含めた空間放射線分布図 

[土壌における放射性物質の核種分析] 

 県内各地から採取された土壌サンプルについて、

核種の分析を行った結果、地域による核種の総量

は異なるものの、その比率にそれほど違いはない

ことがわかった。代表例として、福島大学内でサ

ンプリングした土壌による結果を表１に示す。４

月８日の測定時点ではまだ半減期の短いTeおよび

Iも検出することが可能であった。またCs134とCs

137はほぼ等量存在していた。 

 この結果をもとに核種ごとの推移を予測したも

のが図５である。なお起点を3/15として考えてい

る。TeとIはほぼ４０日間で無視できる量まで減る

が、半減期約２年のCs134と半減期約30年のCs137

は４０日程度ではほとんど変わらないことがわか

る。ここで核種ごとに放出される放射線量が異な

ることに注意して、総放出量の時間変化を計算し、

3/15時点の福島市における環境放射線量と重ね合

わせると図６のようによく一致している。これに

より今後の環境放射線量の予測ができると考えた。 

 図７は3/15を起点としてその後360日間での核

種ごとの減尐推移予測である。180日（半年）経過

後からCs134の減尐が尐し効いてくる。これをもと

に360日間の福島市における環境放射線量推移予

測をしたものが図８である。自然に放置した状態

では１年後においても1μSv/h程度の環境放射線

が持続することになり、除染を進めなければなら

ないことがわかる。 

 なお除染を進めるにあたっては、放射性物質が

土壌中にどのように広がっているのかを知る必要

がある。図９は福島市南部のグランドにおいて、

深度ごとに測定した放射性物質の変化を表してい

る。これより放射性物質の多くは地表に留まって

おり、よって表土の除去が除染に有効であること

がわかる。 

実測値(4/8の値）採取日（3/23）換算 3/15換算

Te-132 3.204d 0.032

I-132 2.295ｈ 0.300

I-131 8.020ｄ 0.055 8.8E+03 3.6E+04 7.0E+04

Cs-134 2.065ｙ 0.211 8.1E+03 8.2E+03 8.2E+03

Cs-137 30.167ｙ 0.078 8.2E+03 8.2E+03 8.2E+03

核種

表１　　土壌中に含まれる主な放射性核種

半減期 実効線量率定数
土壌中の放射性核種（Bq/kg)

4.3E+02 1.4E+04 7.3E+04

 



0.0E+00

2.0E+04

4.0E+04

6.0E+04

8.0E+04

0 10 20 30 40

時間 (day)

放
射

線
量

（B
q/

kg
)

Te_132

I_131

Cs_134 & Cs_137

 

図５ 3/15を起点（0day）とした核種ごとの減尐曲線予測 

 

 

図６ 核種分析による放射線量推移予測（赤線）と福島市における環境放

射線量の実測値との比較 

0.0E+00

2.0E+04

4.0E+04

6.0E+04

8.0E+04

0 60 120 180 240 300 360

時間（day)

放
射

線
量

（
B

q
/
kg

)

Te_132

I_131

Cs_134

Cs_137

 

図７ 360日間での核種ごとの減尐推移予測 

 

 

図８ 福島市における360日間での環境放射線量推移予測 
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図９ 福島市南部におけるグランドの放射性物質深度分布 

 

[放射性物質の局所的広がり] 

 局所的に見た場合にも放射性物質の広がり方に

は差が生じていた。基本的には水の滞留箇所に放

射性物質が多くなっている。尐しでも被ばく量を

減らすためには、このような箇所を知ることが福

島県民にとっての生活の知恵となるであろうと考

え、図１０のように写真を用いて広くアナウンス

することとした。また図１１は信夫山トンネル内

における環境放射線量の位置変化であるが、入り

口近傍に比べて内部では大きく減尐していること

がわかる。これは直接降雤にさらされない箇所は

放射性物質の流入も尐ないということを表すだけ

でなく、交通流による拡散（原発周辺からの自動

車が放射性物質を撒いているという噂）を否定す

ることにも役立った。 



 

図１０ 身の回りにおける放射線量の違い(数字の単位はμSv/h) 

 

 

図１１ 信夫山トンネル内の環境放射線量の位置変化 

 

[放射線計測器の特性について] 

 表２に示されている機器について、測定精度を

検証した。基準は較正済みのALOCA TCS-171である。

その結果、図１２上図のように線形性を保ったも

のがある一方で図１２下図のように計測に不向き

なものもあることが示された。一般市民が計測器

を購入して身の回りの放射線量を測定する際には、

信頼性のある機器と一度照合した上で利用するこ

とが必要と考えられる。 

 

        表２ 各測定器の仕様 

製品名 TCS-171（ALOKA） はかるくん DoseRAE2(PRM-1200) Dp802i

検出器
NaI(Tl)シンチレーション

φ 25.4×25.4mm
CsI（Tl）シンチレーション

CsI(TI)フォトダイオード(0.3cc)
エネルギー補正PINダイオード
シンチレータ：10x10x3mm．

GM管

測定範囲 バックグラウンド～30μ Gy/h 0.001～9.999µSv/h 0.01μ Sv/h ～10Sv/h 0.01μ Sv/h ～150mSv/h

誤差範囲 ±10%
±20％（10μ SV/h～10Sv/h）
±30％（0.01μ Sv/h～10μ

Sv/h）
誤差　 ≦±10%

エネルギー範囲 50keV～3MeV 150keV～3MeV 20keV～6MeV 40keV～1.5MeV

検出放射線 γ 線 γ 線 X線，γ 線 γ 線，β （不明）

時定数 3，10，30秒 60秒

γ 線感度 45000cpm/μ Sv/h ＞1000cpm/μ Sv/h  

 

図１２ TCS-171との相関 

 

 以上の結果のうち、多くを放射線計測チームHP

（http://www.sss.fukushima-u.ac.jp/FURAD）に

掲載し、一般市民への情報提供を行ってきた。な

お新聞などでも一部紹介されているので文末に参

考資料として挙げている。 

 

５．まとめと今後の展望 

原発事故から半年が経過しようとしているが、

放射能汚染の実態はより広がりを見せている。

そのため緊急対応的な調査から、より長期間か

つ広域におけるモニタリングと除染活動を行う

ことが求められている。行政や他機関における

活動も本格化してきたことで、本学における調

査活動も次の段階に入ってきたといえるだろう。

地域生活に密着した視点を保ちながら、まだ表

面化していない汚染状況を調査することが地元



の国立大として必要な姿勢でると考えている。

今後は他機関との連携をより密接に進め、福島

県域の真の復興を目指すこととなるだろう。 
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